
地域医療構想推進事業について

●施設設備整備（ハード） 
（目的）  

 地域医療構想に基づき、病床等の整備及び病床機能の転換等を行う医療

機関に対し、改修・改築等の施設・設備整備に要する経費の一部を補助する

ことにより、都における病床機能分化を促進する。 

  

（対象） 

 都内の病院及び診療所の開設者で、知事が適当と認めるもの。（国、独立行

政法人、国立大学法人、地方公共団体、地方独立行政法人及び特定地方独

立行政法人は除く。） 

 ※ 30年度の対象は、回復期リハビリテーション病棟及び地域包括ケア病棟 

 

（事業内容） 

① 施設整備 

  改修、改築又は新築工事に要する工事費又は工事請負費 

  ただし、次に係る経費は対象外 

 ・ 土地の取得又は整地に要する費用 

 ・ 門、柵、塀及び造園工事並びに通路敷設に要する費用 

 ・ 設計その他工事に伴う事務に要する費用 

 ・ 既存建物の買収に要する費用 

 ・ その他整備費として適当と認められない費用（例：可動設備の購入費） 

 【基準額】 

  改修 2,650千円／床 

  改築 6,360千円／床    補助率 3/4 

  新築 5,300千円／床 
 

② 設備整備 

  医療機器等の備品購入費 

 【基準額】 

  10,500千円／所  補助率 3/4 

  （備品とは、１品につき100千円以上のもの） 

●開設準備経費支援、開設後人件費支援（ソフト） 
（目的）  

 地域医療構想に基づく病棟の開設を行うに当たり、必要な経費及び配置し

た職員の人件費の一部を補助することにより、都における病床機能の分化及

び連携を推進し、もって都民医療の向上を図る。 
 

（対象） 

 都内の病院及び診療所の開設者で、知事が適当と認めるもの。（国、独立行

政法人、国立大学法人、地方公共団体、地方独立行政法人及び特定地方独

立行政法人は除く。） 

 ※ 30年度の対象は、回復期リハビリテーション病棟及び地域包括ケア病棟 

 

（事業内容） 

① 開設準備経費支援 

  病棟の開設前６か月に発生する以下の経費 

 ・ 病棟配置する看護職員（看護師、准看護師、看護助手）の訓練期間中の 

  人件費 

 ・ 職員の募集に係る経費（人件費を除く） 

 ・ 病床等の開設のための普及啓発に係る経費（人件費を除く） 

 【基準額】 

  627千円／床（広報を実施する場合は、2,000千円を加算）  補助率 3/4 
 

② 開設後人件費支援 

  病棟において専従配置（勤務時間の７割以上）した職員の人件費のうち 

 開設後１年間に発生するもの 

 ・ 医師 

 ・ リハ専門職（理学療法士、作業療法士及び言語聴覚士） 

 【基準額】 

 医師 14,400千円／人 × １人分 

 リハ専門職 4,800千円／人 ×３人分 

 

補助率 3/4 

資料３ 



（北多摩北部）

施設名 開設者名 施設所在地 整備対象病床 整備病床数
うち補助対象
病床数

開設時期

1 新山手病院
公益財団法人結核予防
会

東村山市諏訪町3-6-1 地域包括ケア病床 11床 (11床)
平成31年
（2019年）5月

2 東京白十字病院
社会福祉法人　白十字
会

東村山市諏訪町2-26-1 地域包括ケア病床 24床 (24床)
平成31年
（2019年）1月

3 信愛病院
社会福祉法人信愛報恩
会

清瀬市梅園2-5-9
回復期リハビリテーショ
ン病床 16床 (16床)

平成31年
（2019年）1月

地域医療構想推進事業を活用し、回復期リハビリテーション病床及び地域包括ケア病床の整備を行う医療機関　一覧



（事業種別）

（ ）

（整備目的・内容）

（整備前・整備後の病床数）

一般 180 床 ／ 療養 0 床 一般 180 床 ／ 療養 0 床 ※増減 （うち、補助
対象病床数）

高度急性期機能 0 （病棟） 0 （床） 高度急性期機能 0 （病棟） 0 （床） 0

急性期機能 4 （病棟） 164 （床） 急性期機能 4 （病棟） 153 （床） △ 11

回復期機能 1 （病棟） 16 （床） 回復期機能 1 （病棟） 27 （床）

1 （病棟） 16 （床） 1 （病棟） 16 （床） 0

うち、地域包括ケア病床 0 （病棟） 0 （床） うち、地域包括ケア病床 0 （病棟） 11 （床） 11床 (11床)

慢性期機能 0 （病棟） 0 （床） 慢性期機能 0 （病棟） 0 （床） 0

開設予定時期 31 年 5 月頃予定平成

整備概要

当院では、これまで救急患者の受入れをはじめ急性期機能を担う一般病床と、急性期治療後の回復期リハビリテーション病床からなる病床
編成としていたが、地域における高齢化の進展とともに、在宅療養患者の増加と急変時対応の必要性が高まる状況を受け、一般病床の一
部（11床）を地域包括ケア病床に転換することとした。

＜整備前＞ ＜整備後＞

うち、回復期リハビリテーション
病床

うち、回復期リハビリテーション
病床

東京都地域医療構想調整会議　報告

開設者名 公益財団法人結核予防会

施設名 新山手病院

施設所在地 東村山市諏訪町3-6-1

 施設整備  新築  増築・改築  改修  開設準備経費支援  開設後人件費支援  設備整備 



（事業種別）

（ ）

（整備目的・内容）

（整備前・整備後の病床数）

一般 125 床 ／ 療養 0 床 一般 125 床 ／ 療養 0 床 ※増減 （うち、補助
対象病床数）

高度急性期機能 0 （病棟） 0 （床） 高度急性期機能 0 （病棟） 0 （床） 0

急性期機能 2 （病棟） 73 （床） 急性期機能 2 （病棟） 49 （床） △ 24

回復期機能 1 （病棟） 52 （床） 回復期機能 1 （病棟） 76 （床）

1 （病棟） 52 （床） 1 （病棟） 52 （床） 0

うち、地域包括ケア病床 0 （病棟） 0 （床） うち、地域包括ケア病床 0 （病棟） 24 （床） 24床 (24床)

慢性期機能 0 （病棟） 0 （床） 慢性期機能 0 （病棟） 0 （床） 0

開設予定時期 31 年 1 月頃予定平成

整備概要

東京都が進める地域包括ケアシステムをもとに病床の転換を図る。そのうえで、地域の方々に安全で快適な地域包括ケア病床を提供でき
るように、該当病室に電動ベッドを設置することとした

＜整備前＞ ＜整備後＞

うち、回復期リハビリテーション
病床

うち、回復期リハビリテーション
病床

東京都地域医療構想調整会議　報告

開設者名 社会福祉法人　白十字会

施設名 東京白十字病院

施設所在地 東村山市諏訪町2-26-1

 施設整備  新築  増築・改築  改修  開設準備経費支援  開設後人件費支援  設備整備 



（事業種別）

（ ）

（整備目的・内容）

（整備前・整備後の病床数）

一般 63 床 ／ 療養 136 床 一般 63 床 ／ 療養 136 床 ※増減 （うち、補助
対象病床数）

高度急性期機能 （病棟） （床） 高度急性期機能 （病棟） （床） 0

急性期機能 （病棟） （床） 急性期機能 （病棟） （床） 0

回復期機能 3 （病棟） 95 （床） 回復期機能 3 （病棟） 111 （床）

1 （病棟） 32 （床） 1 （病棟） 48 （床） 16床 (16床)

うち、地域包括ケア病床 （病棟） （床） うち、地域包括ケア病床 （病棟） （床） 0

慢性期機能 3 （病棟） 104 （床） 慢性期機能 2 （病棟） 88 （床） △ 16

開設予定時期 31 年 1 月頃予定平成

整備概要

当院では、亜急性期治療から回復期、維持期、終末期のステージまで、一貫した切れ目のない診療を行っております。特にリハビリテーショ
ンには力をいれており、団塊世代と呼ばれる方たちが高齢者となり、脳血管疾患をはじめ、整形外科系や廃用症候群の患者が増加すること
が予想されます。地域包括ケアの中心を担う当法人では、国の推進項目である在宅復帰機能を充実させ、療養病床（1病棟34床）の一部
（16床）を、を回復期リハビリ病床に転換します。

＜整備前＞ ＜整備後＞

うち、回復期リハビリテーション
病床

うち、回復期リハビリテーション
病床

東京都地域医療構想調整会議　報告

開設者名 社会福祉法人信愛報恩会

施設名 信愛病院

施設所在地 清瀬市梅園2-5-9

 施設整備  新築  増築・改築  改修  開設準備経費支援  開設後人件費支援  設備整備 


